
事業所名  グループホーム白馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成日　平成２６年　５月　7日

【目標達成計画】

1 47 　内服薬をきちんと服用する

　きちんと内服薬が服用した
かを確認する　　床に落ちな
かったか、口の中に入ったか
を、本人に不快な思いをさせ
ないように確認する

６ヶ月

2 41
　個々の入居者に応じた食事を
提供する

　個々の入居者の状態を改め
てケース会議で検討し、本人
の状態に適応した食事内容・
量の提供に努める

３ヶ月

3 48
　一人一人に応じた役割・レク
レーションを準備する

　入居者みんなが一緒に取り
組めるレクや作業にこだわら
ず、個々の症状・力に応じた
作業や役割をケース会議など
で検討する

３ヶ月

4 46 　安定した睡眠をとる

　個々の体調に応じた臥床時
間を見直し、また用いている
就寝前の服薬の効き具合を見
直し、本人に応じた睡眠・臥
床を支援する　　個々の入居
者の生活パターン・日課を見
直す

６ヶ月

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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（別紙２）

２．　目　標　達　成　計　画

　かなり少なくなったとはいえ、
ヒヤリはっとに服薬に関する事象
が出てきている　　服薬は誤りが
ないように、スタッフ間でダブル
チェックを行っているが、口に入
る前にこぼれ落ちて床に落ちた
り、体についているなどの事象が
見受けられている

　インシュリン注射を要する方
や、拒食で栄養状態が悪い方な
ど、入居者に応じた食事量・内容
に対応する必要が年々生じてきて
いる

　利用者の高齢化・症状の進行に
伴い利用者個々のできること、体
調などが異なっている

　睡眠が浅くなったり、徘徊を繰
り返すことで、足の浮腫みなどの
症状がみられる利用者がみられる
一方、午前中ずっと傾眠がちの利
用者もみられている


